
 

 

 

 

 

 

   

本日「道をひとり歩めば」の楽譜配布します。受付に有りますのでお持ちください。 

  作詞 M．レールモントフ  作曲 E．シャーシノイ 

  合唱団「道」日本語詞   小坂幸世編曲 

 ※遂語訳：元団員 浦山大介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                           

       道 

2025・11・５ 

通信    Ｎｏ １８５４ 

企画選曲委員会 11月 12日（水）午後３時～ 場所 県民サポート センター 

 

本日の練習 6時 30分～ 岡野中学 清水先生 小坂先生  

樫の木 長い道を リンゴの花咲く頃 

次回 11/12の練習 ６時３０分～ 岡野中学 小坂先生 二宮先生 

アムール河の波 シベリアの道林で 道をひとり歩めば  

百万本のバラ 

 

ワルナスビ 

≪合唱団白樺定期演奏会≫  

道と出会って 16年。 白樺の出会いは、30年以上も 遡る 。 

初めて聞いた 鶴に一目惚れ 。それからは 可能な限り 通い続けた。 

 第一部 

大好きな『鶴』『道』に始まり、 カラフルで、エネルギッシュなダンスを楽しん

だ。92歳の方も一緒に踊っていると知り 、びっくり！ 

 第ニ部は、 中山先生を偲んでの バラライカとアコーディオンとピアノの演奏。 

第三部最後の歌は、 

『若き シベリア』 ー 熱き心もて  若者たち  未来との出会い へー 

この文言に、戦争のない世界は 必ず来ると信じて前に進もう！と の若者たちへの

メッセージを込めたそうです 。とても力強く 伝わってきた。 

アンコール曲は『100万本の薔薇 』 

ちなみに、 拍手は遠慮がちに パラパラと。この違いは何かな？と、変なところに

こだわりながら聞いた。（A麻生） 

 

※A尾下さん、麻生さんには団を代表して聴きに行って頂きました。 

ありがとうございました。又併せて 1月 23日に「中山英雄偲ぶコンサート」のチ

ラシとチケットを預かってきて頂きました。 

チラシは受付に有りますのでお持ちください。 

チケット希望の方は、加藤（真）さんからお受け取り下さい。 

 

逐語訳（ちくごやく）

原文の一語一語を忠実に、元の語順

通りに翻訳・解釈する事です


